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12 月定例会　６名の一般質問12 月定例会　６名の一般質問

先進地を視察しました先進地を視察しました

官民連携のまちづくりと官民連携のまちづくりと
　　　　　　　ジオパーク　　　　　　　ジオパーク

発行

地域おこし協力隊の地域おこし協力隊の
　　　　　　活用は？　　　　　　活用は？

泥流地帯映画化泥流地帯映画化
ＪＲ上富良野駅舎改修中止ＪＲ上富良野駅舎改修中止

236 の質疑で大議論 !!236 の質疑で大議論 !!

などなど

詳細は８ページで
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かみふかみふのの未来未来のためにのために

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
質
疑
応
答

《
大
正
泥
流
被
害
C
G
作
成
》

　�　
当
初
予
算
が
990
万
円
で
単
価
と
金
額
が
全
く
同
じ
990
万
円
の
決
算
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
違
和
感
を
感
じ
る
が
、
適
正
な
金
額
な
の
か
。

問
　

�　

将
来
的
に
映
画
に
使
用
す
る
と
い
う
前
提
で
㈱
Z
i
p
a
n
g
か
ら
の
見
積
金
額
に

合
わ
せ
て
随
意
契
約
を
し
た
の
で
そ
の
ま
ま
実
績
金
額
と
な
っ
た
。

答�　�　
成
果
品
の
学
習
動
画
を
み
た
が
、
990
万
円
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
な
の
か
。
内
容
も
学
習

動
画
と
は
違
う
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
が
。

問
　

�　

成
果
品
の
多
く
は
映
画
に
使
う
C
G
で
デ
ジ
タ
ル
媒
体
の
た
め
映
像
と
し
て
見
れ
な

い
も
の
で
、
学
習
用
は
C
G
で
は
な
く
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
作
っ
て
い
る
。

答　�　
こ
の
C
G
は
予
算
特
別
委
員
会
で
リ
ア
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
た
め
学
習
、
教
育
用
に

し
て
も
恐
怖
を
感
じ
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
と
言
っ
て
い
た
が
、
で
き
た
も
の
は
全
く
怖

く
な
か
っ
た
が
。

問
　

�　

学
習
用
は
当
時
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
離
れ
て
い
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

が
、
映
画
で
使
う
C
G
部
分
は
リ
ア
ル
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

答　�　
C
G
デ
ー
タ
の
権
利
は
上
富
良
野
町
に
あ
る
の
か
。
会
社
が
代
わ
っ
て
も
デ
ー
タ
の

利
用
は
可
能
な
の
か
。

問
　

�　

著
作
権
は
制
作
会
社
の
㈱
Z
i
p
a
n
g
に
あ
る
が
権
利
譲
渡
も
含
め
て
、
仮
に
協

定
が
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
著
作
権
の
譲
渡
と
い
う
形
で
話
は
つ
い
て
い
る
。

答　　
映
画
化
を
進
め
る
会
の
旅
費
は
誰
が
使
っ
た
の
か
。

問
　

�　

町
の
担
当
職
員
が
協
議
に
行
っ
た
部
分
と
地
域
活
性
化
起
業
人
の
一
部
も
支
出
し
て
い

る
。
答　�　

町
職
員
が
映
画
化
を
進
め
る
会
の
旅
費
を
使
用
し
て
い
る
と
、
予
算
の
支
出
と
し
て
非

常
に
不
透
明
で
あ
り
、
見
直
す
べ
き
と
思
う
が
。

問

         の質疑を経て認定ー
決算特別委員会設置分科会に
わかれて書類審査（10 月 4 日）

議長と監査委員を除いた議
員で決算特別委員会が設置
され、２つの分科会に分か
れて書類審査を行いました。

❶質疑（10 月５日）❷
町の予算執行が、適切に反
映されているか、書類審査
を踏まえ、理事者に質疑を
行いました。

《
泥
流
地
帯
映
画
化
を
進
め
る
会
》
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決算特別委員会

❸

振り返って次に生かす振り返って次に生かす

　

�　

役
場
の
部
署
で
映
画
化
を
進
め
る
会
の
事
務
局
を
持
っ
て
お
り
、
柔
軟
な
対
応
を
す
る

た
め
町
職
員
の
旅
費
も
映
画
化
を
進
め
る
会
か
ら
支
出
し
て
い
る
。

答　�　
映
画
制
作
支
援
費
と
し
て
メ
イ
ン
ロ
ケ
ハ
ン
支
援
に
15
万
円
の
予
算
を
つ
け
て
い
た
が
、

決
算
で
は
80
万
円
で
支
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
実
績
は
。

問
　
　

制
作
支
援
は
起
業
人
の
旅
費
、
滞
在
費
、
車
両
借
上
げ
費
と
し
て
支
出
し
た
。

答　�　
予
算
時
の
説
明
と
支
出
内
容
が
変
わ
っ
て
い
る
。
起
業
人
の
旅
費
等
は
映
画
化
を
進
め

る
会
で
支
出
す
る
の
で
は
な
く
起
業
人
費
用
で
支
出
す
べ
き
で
は
。

問
　

�　

メ
イ
ン
ロ
ケ
は
来
な
か
っ
た
が
、
起
業
人
が
事
前
調
査
や
ロ
ケ
下
準
備
と
い
う
仕
事
は

し
て
お
り
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
や
る
た
め
映
画
化
を
進
め
る
会
か
ら
の
制
作
費
の
支
出
と

し
た
。

答

ー令和３年度決算
意見・提言（10 月６日）❸表決❹

質疑の中で出された指摘・要
望事項を取りまとめ、町長に
対し、来年度の予算編成に反
映するよう求めました。

岡本委員長を除いた委員で
表決を行い、意見書を付し
て賛成多数で認定されまし
た。

決算認定は
議会の権限です

令和４年12月 14日に令
和３年度決算は認定され
ました !!
一般会計決算の歳出額は

　　　　億円でした。87

《
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
》

　�　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
に
令
和
３
年
度
も
５
千
527
万
円
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
を
行
っ
て

い
る
が
、
繰
入
額
を
減
ら
す
な
ど
見
通
し
を
立
て
る
よ
う
な
要
素
は
あ
っ
た
の
か
。

問
　

�　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
に
つ
い
て
は
平
成
30
年
度
か
ら
経
営
安
定
化
対
策
分
と
し
て
介
護

報
酬
で
賄
え
な
い
人
件
費
の
差
額
分
を
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
を
い
た
だ
き
経
営
を
進
め

て
い
る
。
努
力
は
し
て
い
る
が
、
収
支
が
縮
ま
る
要
素
は
な
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
経
営
安

定
化
の
要
素
は
お
示
し
で
き
な
い
状
況
。

答　�　
当
初
、
職
員
が
し
っ
か
り
と
仕
事
に
従
事
で
き
る
よ
う
に
育
成
費
と
し
て
の
１
年
だ
け

の
話
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
蓋
を
開
け
た
ら
毎
年
、
繰
入
れ
、
10
年
続
け
た
ら
５
億
だ
が
、

将
来
の
見
通
し
は
。

問
　

�　

人
件
費
に
つ
い
て
も
、
経
営
安
定
と
し
て
ル
ー
ル
に
従
っ
て
繰
入
れ
を
し
て
い
る
が
、

そ
れ
が
恒
常
化
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
経
費
を
し
っ
か
り
見
つ
め
直
す
こ
と
は
毎
年
繰

り
返
し
て
お
り
、
検
討
し
な
が
ら
改
善
し
て
い
く
こ
と
は
努
力
し
て
い
き
た
い
。

答
　

�

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
の
将
来
像
と
し
て
民
間
に
一
部
業
務
委
託
す
る
な
ど
の
検
討
は
さ

れ
た
の
か
。

問
　

�　

令
和
３
年
度
に
お
い
て
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
業
務
の
一
部
を
外
部
に
委
託
す
る
こ
と
）

等
の
検
討
に
つ
い
て
は
至
っ
て
い
な
い
。

答

提
出
さ
れ
た
意
見
書

一
般
会
計

（
歳
出
）

１�　

町
が
団
体
に
支
出
し

て
い
る
負
担
金
に
お
い

て
、
事
業
効
果
の
検
証

を
含
め
て
、
適
正
な
執

行
と
な
る
よ
う
指
導
に

努
め
ら
れ
た
い
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ

１�　

更
な
る
経
営
安
定
化

に
努
め
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
の
軽
減
に

努
め
ら
れ
た
い
。

決算特別委員会は、上富良
野町の決算について、どの
ように使われ、どういった
成果を上げたかなどを審査
し、認定するために特別に
設置された委員会です。
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臨
時
会
・
定
例
会
の
概
要

　

第
５
回
臨
時
会
が
10
月
17
日
、
第
６
回
臨
時
会
が
11
月
28
日
、
12
月
定
例
会
が
12
月
14

日
か
ら
15
日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
６
名
の
議
員
が
行

い
、
13
項
目
に
わ
た
っ
て
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
か
ら
は
２
件
の
意
見
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
、
条
例
改
正
な
ど
も
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

議会Pickup

泥流地帯

映画化

子育て

６億９千435万３千円（令和４年３月、基本計画作成時）

９億９千 815 万１千円（今回、12 月定例会）

Ｑ
．
い
つ
完
成
す
る
の
？

Ａ
．
令
和
６
年
４
月
の
予
定
。

Ｑ
．
な
ぜ
こ
ん
な
に
高
く
な
っ
た
の
？

Ａ�

．
金
属
類
、資
材
等
の
高
騰
や
原
油
高
に
よ
る
輸

送
費
等
も
影
響
し
て
い
る
。

Ｑ
．
財
源
は
？

Ａ
．
過
疎
対
策
事
業
債

　
　
　
　
９
億
８
千
万
円

　
　
一
般
財
源

　
　
　
　
１
千
815
万
１
千
円

Ａ�

．
過
疎
債
の
70
％
の

６
億
８
千
600
万
円
を
国
か

ら
助
成
。
３
億
１
千
215
万

　�

１
千
円
が
町
の
負
担
。

泥
流
地
帯
映
画
化
を
進
め
る
会

　
　
　
　
　
　
　
負
担
金
２
千
万
円
を
減
額

　
上
富
良
野
駅
舎
外
観
及
び
内
装
を
大
正
モ
ダ
ン
風
に
改
装

し
、鉄
道
が
開
拓
期
の
産
業・経
済
を
け
ん
引
し「
上
富
良
野
」

を
形
成
さ
せ
た
歴
史
を
象
徴
す
る
風
景
を
再
現
す
る
と
と
も

に
、「
泥
流
地
帯
」
の
実
写
映
画
化
に
向
け
た
ロ
ケ
地
と
し
て
、

ま
た
そ
の
後
の
ロ
ケ
地
観
光
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
駅
舎
の
改
修
費
と
し
て
２
千
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
映
画
制
作
会
社
が
映
画
を
作
る
こ
と
が
困
難
と
の

申
出
が
あ
り
駅
舎
改
修
を
中
止
し
た
た
め
減
額
補
正
を
可
決

し
ま
し
た
。

新子どもセンター新子どもセンター

建設費大幅増で可決！建設費大幅増で可決！

建
設
予
算

約３億円増

　４年前に結婚して札幌
から上富良野に来ました。
当時は知り合いもなく寂
しい思いもしましたが、
今は子どもセンターを利
用することにより多くの
ママ友ができ、楽しく過
ごしています。

北野　香織さん
たいせいくん (２歳 )

利
用
者
の
声

　映画製作が一旦仕切り直しとなった
今、駅舎改修費２千万円が使われな
かったことについてはよかったと思い
ます。
　映画化の再出発については、会がど
のような役割、協力等ができるのか再
確認をするとともに、町との連携及び
情報共有を密にとり、みんなが作って
良かったという映画が完成することを
応援していきたいと思います。

泥流地帯映画化を進める会
会長　青野　範子さん

Ｑ�

．
全
額
町
の

持
ち
出
し
？
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上程議案・結果（賛成：○　反対：×　欠：欠席　除：除斥）
　【可決】…原案可決、承認可決、同意可決　　　【否決】…原案否決
　【付託】…各委員会への付託

結

果

元
井
晴
奈

北
條
隆
男

髙
松
克
年

中
瀬
　
実

中
澤
良
隆

米
沢
義
英

荒
生
博
一

佐
藤
大
輔

今
村
辰
義

小
林
啓
太

小
田
島
久
尚

岡
本
康
裕

村
上
和
子

第5回臨時会（令和４年10月 17日）
上富良野町職員の給与に関する条例及び上富良野町立病院諸手当支給条例の
一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度上富良野町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町病院事業会計補正予算（第４号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第6回臨時会（令和４年11月 28日）
令和４年度上富良野町一般会計補正予算（第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 議

長
と
し
て
議
事
進
行

欠
令和４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算 (第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 欠
専決処分の承認を求めることについて�
（令和４年度上富良野町病院事業会計補正予算（第５号）） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 欠

令和４年度上富良野町病院事業会計補正予算 (第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 欠
上富良野町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 欠
第4回定例会（令和４年12月 14日～ 15日）
令和４年度上富良野町一般会計補正予算 (第７号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予算 (第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町介護保険特別会計補正予算 (第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算 (第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算 (第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算 (第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町水道事業会計補正予算 (第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町病院事業会計補正予算 (第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上富良野町手数料条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
南部地区土砂流出対策工事 (ベベルイ川 )( Ｒ３国債 )請負契約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算 (第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議員派遣について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
物価高における農畜産物の適正な価格形成と農業経営の存続に向けた需給改
善対策等の強化に関する意見について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国の支援を強め、必要な介護をうけられるように制度の改善を求める意見に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第５・６回臨時会、１２月定例会
　　　　　　　　　　審議議案と議員の賛否

※
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

物
価
高
に
お
け
る
農
畜
産
物
の

　
適
正
な
価
格
形
成
と
農
業
経
営
の
存
続
に
向
け
た

　
　
　
需
給
改
善
対
策
等
の
強
化
に
関
す
る
意
見
書

　

世
界
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
終
息
後
の
需
要
回
復
を
見

込
ん
だ
石
油
等
の
価
格
上
昇
に
加
え
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

に
よ
っ
て
燃
油
・
肥
料
・
飼
料
な
ど
の
生
産
資
材
や
穀

物
の
相
場
が
急
騰
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
食
料
安
全
保

障
の
強
化
に
向
け
て
、
コ
ス
ト
高
に
係
る
農
畜
産
物
の

適
正
な
価
格
形
成
が
可
能
な
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
農
業
者
の
経
営
継
続
に
向
け
た
需
要
改
善
策
等
を
講

じ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

国
の
支
援
を
強
め
、
必
要
な
介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

「
老
々
介
護
」
の
悲
劇
が
繰
り
返
し
報
道
さ
れ
る
中
、

実
際
に
家
族
の
介
護
を
理
由
と
し
た
離
職
も
相
次
い
で

お
り
、
支
援
の
強
化
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国

に
お
い
て
介
護
事
業
者
と
利
用
者
の
実
態
を
捉
え
、
国

庫
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る
な
ど
の
方
策
に
よ
り
、
必

要
な
介
護
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
が
起
き
な
い

よ
う
制
度
の
抜
本
的
改
善
を
強
く
求
め
る
。
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「これからの官民連携の町づくり」の調査

宮城県女川町宮城県女川町

大震災から奇跡の復興の裏には、行政と町民が連携した
新しい町づくりがあった

総務産建常任委員会

みやぎけんおながわちょう

女
川
町
の
概
要

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
の
時
点
で
の

人
口
は
約
１
万
人
で
あ
っ
た

が
、
震
災
に
よ
る
津
波
の
影

響
で
人
口
の
約
１
割
を
失
っ

た
。
ま
た
津
波
に
よ
り
住
宅

の
９
割
が
被
害
を
受
け
、
７

割
近
く
は
全
壊
し
た
。
現
在

の
人
口
は
約
６
千
200
人
。
震

災
後
、
公
民
が
一
体
と
な
り

「
海
を
眺
め
て
暮
ら
す
ま

ち
」「
防
潮
堤
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
す
す
め
、
そ
の

復
興
の
ま
ち
づ
く
り
は
日
本

全
国
の
自
治
体
か
ら
注
目
さ

れ
、「
復
興
ま
ち
づ
く
り
の

成
功
例
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

「
還
暦
以
上
は
口
を
出

す
な
」

　

被
災
か
ら
わ
ず
か
１
か
月

の
後
に
町
内
の
商
工
会
を
中

心
に
「
女
川
町
復
興
連
絡
協

議
会
（
F
R
K
）」
が
発
足

さ
れ
た
。
そ
の
設
立
総
会
の

挨
拶
で
当
時
の
商
工
会
長
は
、

100
年
先
を
見
越
し
た
町
づ
く

り
の
考
え
方
を
示
す
の
と
同

時
に
『
還
暦
以
上
は
口
を
出

す
な
』
と
発
言
。
次
の
世
代

に
町
の
将
来
を
託
し
、
そ
れ

ま
で
町
の
中
心
と
し
て
活
躍

し
て
き
た
世
代
は
盾
と
な
っ

て
支
え
る
こ
と
を
伝
え
た
。 

  

結
果
と
し
て
こ
れ
ま
で
年

長
者
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
若

い
世
代
も
、
責
任
感
と
当
事

者
意
識
を
持
ち
急
速
に
意
思

決
定
の
世
代
交
代
が
進
ん
だ
。

そ
れ
で
も
海
と
共
に
生

き
る
こ
と
を
選
択
し
た

　

F
R
K
を
中
心
に
ま
と

ま
っ
た
民
間
組
織
と
行
政
の

間
に
、
調
整
役
の
建
設
系
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
も
入

り
、
本
格
的
に
復
興
の
町
づ

く
り
の
議
論
が
開
始
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
住
民
の
「
早
く

商
い
を
再
開
し
た
い
」
「
海

を
眺
め
ら
れ
る
町
で
あ
り
た

い
」
と
い
う
意
見
を
実
現
す

べ
く
、
町
を
ひ
な
壇
構
造
に

し
て
商
業
エ
リ
ア
と
住
居
エ

リ
ア
を
分
け
、
100
年
に
一
度

の
津
波
は
受
け
入
れ
る
と
い

う
意
思
統
一
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
近
隣
の
多
く
の
町

で
は
大
き
な
防
潮
堤
に
阻
ま

れ
て
陸
か
ら
海
が
見
渡
せ
な

い
が
、
女
川
町
で
は
ど
こ
か

ら
で
も
海
を
見
渡
せ
る
町
づ

く
り
が
実
現
し
た
。

行
政
も
民
間
も
共
に
同

じ
空
気
を
吸
っ
て

　

町
有
地
に
商
業
施
設
を
建

設
す
る
際
は
、
自
治
体
の
担

当
者
と
民
間
の
商
業
者
が
共

に
調
査
先
に
出
向
き
、
同
じ

も
の
を
見
聞
き
し
な
が
ら

日
々
議
論
を
行
っ
た
。
そ
う

し
た
経
験
を
も
と
に
建
設
さ

れ
た
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
は
、

町
の
出
資
は
24
％
に
と
ど
ま

り
、
あ
く
ま
で
民
間
主
導
の

経
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
際
な
ど

は
公
民
で
制
度
を
調
べ
上
げ

て
、
や
り
た
い
こ
と
を
実
現

す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

女川町

町と海の間に防潮堤のない女川町

ひな壇構造の町づくり
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「ジオパークについて」の調査

福島県北塩原村福島県北塩原村

磐梯山を頂くジオパークに
十勝岳ジオパークのヒントあり！？

ふくしまけんきたしおばらむら

北
塩
原
村
（
磐
梯
山
ジ

オ
パ
ー
ク
）
の
概
要

　
磐
梯
山
は
明
治
21
年
の
大

爆
発
に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者

を
出
し
た
活
火
山
で
あ
り
、

噴
火
に
よ
り
大
小
300
余
り
の

湖
畔
群
が
あ
る
美
し
い
景
観

と
地
質
学
的
価
値
の
あ
る
地

域
で
あ
る
。

　

磐
梯
山
周
辺
の
猪
苗
代
町
、

磐
梯
町
、
北
塩
原
村
の
３
町

村
が
中
心
と
な
り
、
磐
梯
山

ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
を
設
立

し
、
の
ち
に
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
認
定

を
受
け
る
。

磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の

主
な
取
り
組
み

・�

３
町
で
「
磐
梯
山
憲
章
」

を
制
定
し
て
い
る

・�

60
名
を
超
え
る
ガ
イ
ド
を

認
定
し
て
い
る

・�

地
域
内
の
20
店
舗
で
「
磐

梯

山

ジ

オ

パ

ー

ク

カ

レ
ー
」
を
提
供
し
て
い
る

・�

若
手
が
中
心
の
運
営
体
制

に
な
っ
て
お
り
、
S
N
S

で
の
発
信
や
P
R
動
画
も

制
作
さ
れ
て
い
る

お米が磐梯山をかたどった
「磐梯山ジオパークカレー」

条
件
付
き
再
認
定
…

10
年
目
の
課
題
は

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
加
盟
団
体
に
対

し
て
、
４
年
に
一
度
再
認
定

を
行
っ
て
い
る
が
、
磐
梯
山

ジ
オ
パ
ー
ク
は
か
つ
て
「
条

件
付
き
再
認
定
」
と
な
っ
た

過
去
が
あ
る
。
そ
れ
を
機
に

改
め
て
10
年
の
活
動
で
見
え

て
き
た
課
題
を
整
理
し
、
解

決
に
あ
た
っ
て
き
た
。

　

主
な
課
題
と
し
て
は
、

○�

地
域
の
将
来
像
、
あ
る
べ

き
姿
の
共
有
と
、
そ
れ
を

実
現
、
推
進
す
る
た
め
の

推
進
体
制
、
事
務
局
体
制

の
強
化

○�

関
係
者
相
互
の
連
携
、
協

業
不
足

○�

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
へ
の
理

解
度
（
周
知
）
不
足

な
ど
で
あ
る
。

　

持
続
可
能
な
地
域
社
会
実

現
の
た
め
、
協
議
会
と
し
て

何
を
目
指
し
、
何
を
実
現
し

て
い
く
べ
き
か
を
改
め
て
共

有
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を

進
め
て
い
た
。

　
二
町
村
に
共
通
す
る
世
代
交
代
と
住
民
の
町
づ
く
り
に

対
す
る
当
事
者
の
意
識
。
か
み
ふ
は
何
を
学
び
、
い
か
に

町
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
の
か
。

　
女
川
町
で
は
復
興
の
町
づ
く
り
に
取
り
掛
か
る
際
に
、

年
長
者
か
ら
の
提
案
で
大
胆
な
世
代
交
代
が
行
わ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
若
い
世
代
も
責
任
感
と
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
、
町
づ
く
り
の
中
心
を
担
っ
た
。
ま
た
一
方
で
北
塩
原

村
で
も
、
地
域
の
重
要
な
自
然
資
源
の
保
全
に
、
若
い
世

代
が
当
事
者
と
し
て
前
向
き
に
取
り
組
む
姿
勢
が
う
か
が

え
た
。
　

　
女
川
町
役
場
の
公
民
連
携
室
長
か
ら
は
「
テ
ー
マ
は
何

で
も
い
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
当
事
者
と
し
て
関
心
の
あ

る
こ
と
を
、
行
政
も
民
間
も
一
緒
に
な
っ
て
意
見
を
出
し

合
う
よ
う
な
場
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
伝

え
ら
れ
た
。
当
事
者
と
し
て
自
分
の
町
の
こ
と
に
つ
い
て

真
剣
に
話
し
合
う
行
政
と
住
民
の
関
係
が
新
し
い
未
来
を

築
い
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

北塩原村

磐梯山ジオパーク協議会より

ばんだいさん
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議会
懇談会

❽

上
富
良
野
町
農
民
連
盟
の
方
々
と

　
　
　  

意
見
交
換
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
前
号
の
議
会
だ
よ
り
を
見
た
上
富
良
野
町
農
民
連
盟

（
以
下
農
連
）
委
員
長
の
杉
本
さ
ん
か
ら
「
ぜ
ひ
第
一
号

に
」
と
議
会
事
務
局
宛
て
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
記
念
す

べ
き
応
募
型
議
会
懇
談
会
の
第
１
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
会
側
か
ら
は
所
管
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
酪
農
家
議

員
を
加
え
、
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
町
に

対
す
る
基
本
的
な
考
え
か
ら
、
農
業
の
経
営
環
境
に
関
し

て
、
ま
た
子
育
て
に
関
す
る
話
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

対話をもっと身近に…

議会懇談会議会懇談会
～初めて応募型の議会懇談会を開催しました～

　

農
連
委
員
長
の
「
議
会
と

し
て
町
の
人
口
減
少
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
」
と
い
う
質
問
を
皮
切
り

に
、
上
富
良
野
の
農
業
人
口

の
減
少
や
諸
課
題
に
つ
い
て

各
々
の
立
場
か
ら
の
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
の
方
か
ら
上
げ
ら
れ
た
意

見
と
し
て
は
、

・�

農
家
人
口
が
減
少
し
て
い

る
現
状
に
対
し
て
何
か
具

体
的
な
対
策
を
と
れ
な
い

も
の
か

・�

上
富
良
野
の
農
業
を
守
る

た
め
に
も
議
員
も
中
央

（
国
な
ど
）
に
積
極
的
に

要
望
行
動
を
起
こ
し
て
ほ

し
い

・�

自
ら
の
営
農
で
忙
し
く
、

新
規
就
農
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
ま
で
手
が
回
ら
な
い
の

で
、
町
も
も
っ
と
新
規
就

農
者
を
助
け
る
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
を
考
え
て
ほ
し
い

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
家
の
現
状
を
伝

え
る
声
と
し
て
は
、

・�

労
働
力
が
欲
し
い
時
期
が

限
ら
れ
て
お
り
、
人
材
を

年
間
通
じ
て
雇
用
す
る
の

が
難
し
い

・�

昨
今
の
大
雨
の
影
響
で
排

水
設
備
な
ど
に
支
障
が
出

た
り
し
て
い
る
が
、
個
人

で
修
復
す
る
の
は
負
担
が

か
な
り
大
き
い

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

農
業
か
ら
離
れ
た
話
題
と

し
て
は
、

・�

社
教
セ
ン
タ
ー
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を
直
し
て

ほ
し
い

・�

薪
ス
ト
ー
ブ
導
入
の
助
成

が
あ
っ
た
ら
よ
い

な
ど
の
ご
意
見
も
頂
戴
し
ま

し
た
。

　

一
方
議
会
側
か
ら
は
、
町

外
か
ら
短
期
的
に
農
作
業
を

し
に
来
る
方
々
に
対
し
て
積

極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
お
願
い
や
、
何
か
上
富

良
野
の
新
し
い
特
産
品
に
つ

い
て
の
研
究
の
お
願
い
な
ど

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
頂
い
た
農
業
者
自
身

の
生
の
声
か
ら
は
参
加
議
員

も
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
こ
れ

か
ら
の
議
会
活
動
に
お
い
て

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
引

き
続
き
、
皆
様
か
ら
の
懇
談

会
開
催
の
要
請
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

参加者の声

　議会だよりで募集している
のを見て、とても良い企画な
のでぜひ一番乗りで参加して、
この企画を盛り上げたいとい
う気持ちもありました。話し
てみなければ分からなかった
ことも多く、相互理解が進ん
だのかなと思いました。懇談
会をやったからといって何か
結論が出るわけではないかも
しれないけど、思いを伝えて、
共に話し始めることが大切だ
と思うので、ぜひたくさんの
人にもこの機会を持ってもら
いたいですね。

上富良野町農民連盟　執行委員長
　　　　杉本　貢さん

さっそくご連絡
いただきました。
※116号より
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上富良野のここが聞きたい‼上富良野のここが聞きたい‼
６名の議員が町政を問う６名の議員が町政を問う

　一般質問とは、年４回の定例会において議員が住民の声や自身の考えなどにより、町政全
般にわたって執行者の考えをただすものです。
　議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁を要約して掲載しています。
　詳細は後日、行政ホームページに会議録を掲載します。
　議場では臨場感のあるやり取りを傍聴することができます。ぜひ、議場へお越しください。

佐藤　大輔 議員

荒生　博一 議員髙松　克年 議員

①　�地域おこし協力隊の活用に
ついて

①　�民生委員・児童委員につい
て

①　�農業資材高騰に対する町の
対策は

②　�公共施設の避難訓練につい
て

③�　�町内のいじめと不登校の現
状と課題について

①　�日米共同訓練「レゾリュー
ト・ドラゴン」について

②　�部活動地域移行への取組に
ついて

中瀬　実 議員

中澤　良隆 議員

①　泥流地帯の映画化について
②　�産業の育成について
③　�高校生までの医療費無料化につい
て

④　�インボイス制度について
⑤　不登校問題について

米沢　義英 議員

①　�上富良野駐屯地の現状と町
づくりに対する影響につい
て

議会懇談会実施団体募集

　町内の方で５人以上のグループであればどなたでも議会懇談会のお申し込みができ
ます。町の代表である議員に直接声を伝えることで、あなたの課題が町の課題として
扱われるきっかけになります。議員や議会を知る良いきっかけにもなるので、ぜひお
気軽に議会事務局（0167-45-6992）までお問い合わせください。
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佐藤　大輔　議員

佐
藤
議
員
　
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
進
む
地
方
に
お
い
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
（
以

下
隊
員
）
の
活
用
は
極
め
て

有
効
と
考
え
る
が
、
来
年
度

は
募
集
す
る
の
か
。
　

斉
藤
町
長
　
隊
員
の
斬
新
な

視
点
や
行
動
力
が
地
域
に
大

き
な
刺
激
を
与
え
、
行
政
が

持
ち
得
な
い
柔
軟
な
発
想
で

地
域
を
活
性
化
し
て
い
く
も

の
と
考
え
て
お
り
、
令
和

5
年
度
は
概
ね
6
名
程
度

の
募
集
を
検
討
し
て
い
る
。 

佐
藤
議
員
　
隊
員
が
任
期
途

中
で
離
職
す
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
の
取
り
組
み
は
。

斉
藤
町
長
　
慣
れ
な
い
生
活

の
中
で
の
業
務
と
な
る
の
で
、

生
活
面
を
含
め
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。
ま
た
、
隊
員
と

職
員
と
の
意
思
疎
通
の
場
を

定
期
的
に
設
け
た
い
。

隊員卒業後、江幌地区で民泊を経営している井上馨氏

佐
藤
議
員
　
離
職
原
因
と
な

る
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
た
め

に
「
お
た
め
し
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
や
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
」
と
い

う
制
度
が
あ
る
が
。

斉
藤
町
長
　
採
用
前
に
で
き

る
取
り
組
み
と
し
て
非
常
に

有
効
と
考
え
る
。
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
防
ぐ
た
め
に
、
将
来
的

に
は
活
用
し
た
い
。

佐
藤
議
員
　
隊
員
が
ス
ム
ー

ズ
に
定
住
・
定
着
す
る
た
め

の
取
り
組
み
は
。

斉
藤
町
長
　
空
き
家
情
報
の

提
供
や
、
起
業
に
向
け
た
研

修
会
の
参
加
、
定
住
し
起

業
・
事
業
承
継
す
る
た
め
の

経
費
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
体
制

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

「よそ者」が地域お
こし協力隊を経て
「貴重な人材」にな
り、新しい風を吹か
せてくれるはず…

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
財
源
…
国
が
人
件
費
や

活
動
経
費
に
対
し
、
年
間
上
限
480
万
円
ま
で
特

別
交
付
税
措
置
を
講
じ
る
の
で
、自
治
体
に
と
っ

て
積
極
的
に
取
り
組
み
や
す
い
制
度
と
言
え
る
。

令和5年度は募集するのか
町長－ 6名程度の募集を検討している

地域おこし
協力隊

佐
藤
議
員
　
職
員
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
、
隊
員
の
卒
業

生
を
「
集
落
支
援
員
」
に
任

命
し
て
、
現
役
隊
員
の
サ

ポ
ー
ト
業
務
を
担
っ
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
が
。

斉
藤
町
長
　
今
後
、
隊
員
が

増
え
る
こ
と
を
想
定
し
、
募

集
や
生
活
支
援
の
窓
口
を
一

本
化
す
る
こ
と
や
、
処
遇
の

統
一
、
集
落
支
援
員
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
の
活
用
な
ど
、
内
部
で

協
議
し
て
い
る
。

佐
藤
議
員
　
現
在
、
自
治
体

の
採
用
枠
数
に
対
し
て
応
募

人
数
が
少
な
い
「
売
り
手
市

場
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

他
の
自
治
体
と
応
募
者
の
奪

い
合
い
が
激
化
す
る
中
で
、

隊
員
を
確
保
す
る
た
め
の
方

策
は
。

斉
藤
町
長
　
民
間
会
社
か
ら

社
員
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、

隊
員
と
し
て
委
嘱
す
る
こ
と

で
能
力
の
高
い
隊
員
を
確
保

し
て
い
る
他
の
自
治
体
の
事

例
な
ど
も
参
考
に
検
討
し
て

い
く
。

佐
藤
議
員
　
令
和
6
年
度

以
降
も
隊
員
の
採
用
を
続
け

る
こ
と
で
、
人
材
が
人
材
を

呼
び
、
町
に
活
力
を
与
え
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
せ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
が
、
今
後
の

ビ
ジ
ョ
ン
は
。

斉
藤
町
長
　
隊
員
に
は
我
が

町
の
住
民
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
伝
統
文
化
の
継
承
も
含

め
、
刺
激
を
与
え
て
ほ
し
い
。

例
え
ば
農
業
分
野
で
募
集
を

か
け
る
場
合
、
受
け
入
れ
先

を
探
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

関
係
各
所
の
体
制
が
整
い
次

第
、
順
次
募
集
を
か
け
て
い

き
た
い
。
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荒生　博一　議員

荒
生
議
員
　
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
活
動
の
充
実
を
図

る
た
め
、
行
革
の
時
代
に
廃

止
と
な
っ
た
先
進
市
町
村
等

へ
の
研
修
費
の
予
算
化
を
考

え
ら
れ
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
現
在
、
町
と
し

て
、
宿
泊
を
伴
う
研
修
に
対

し
て
補
助
し
て
い
な
い
が
、

日
帰
り
の
各
種
研
修
会
へ
の

負
担
の
ほ
か
、
民
生
児
童
委

員
協
議
会
の
自
己
研
修
と
し

て
、
委
員
の
活
動
費
よ
り
積

み
立
て
て
実
施
す
る
道
内
１

泊
２
日
の
自
主
研
修
に
つ
い

て
は
、
福
祉
バ
ス
等
を
活
用

い
た
だ
い
て
い
る
。

荒
生
議
員
　
少
な
い
活
動
費

を
少
し
ず
つ
積
み
立
て
て
、

自
ら
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
行

う
た
め
に
１
泊
の
研
修
旅
行

に
行
か
れ
て
い
る
の
は
非
常

に
私
は
心
苦
し
く
感
じ
て
い

研
修
が
必
要
な
の
か
、
今
の

１
泊
２
日
の
自
主
研
修
も
含

め
て
、
日
帰
り
の
各
種
研
修

会
で
十
分
な
の
か
と
い
う
こ

と
は
十
分
精
査
し
て
、
ま

た
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会

の
皆
様
と
も
十
分
対
話
を
し

て
研
修
の
在
り
方
と
い
う
の

は
、
逐
次
や
り
取
り
し
な
が

ら
、
あ
る
べ
き
研
修
の
確
保

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

荒
生
議
員
　
複
雑
化
、
多
様

化
し
た
様
々
な
諸
問
題
解
決

に
向
け
て
、
日
々
努
力
さ
れ

て
い
る
皆
様
の
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
、
月
に
一
度
の
委
員

会
で
は
様
々
な
ケ
ー
ス
、
事

例
等
の
お
互
い
の
情
報
交
換

に
は
時
間
が
足
り
な
い
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
、

例
え
ば
１
年
に
１
回
、
宿
泊

を
伴
い
、
行
動
を
委
員
皆
様

で
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々

な
事
例
の
や
り
取
り
を
お
互

い
に
情
報
交
換
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ま
た
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
る
。
こ
れ
は
１
泊
２

日
と
か
長
い
時
間
が
な
け
れ

ば
で
き
な
い
と
思
う
。
私
た

ち
も
議
員
と
し
て
先
進
市
町

村
等
へ
行
か
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
当
に

恵
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。
平

成
15
年
に
溯
れ
と
は
言
わ
な

い
。
道
外
も
望
ま
な
い
。
し

か
し
、
１
泊
２
日
の
、
せ
め

て
道
内
の
研
修
の
復
活
を
強

く
望
む
が
。

斉
藤
町
長
　
前
向
き
に
、
民

生
児
童
委
員
の
皆
様
の
ご
意

思
を
尊
重
し
て
、
何
が
い
い

の
か
と
い
う
の
は
、
我
々
も

ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

北海道千歳リハビリテーション大学での研修のようす

る
。
研
修
費
の
復
活
を
ス
ト

レ
ー
ト
に
求
め
る
と
い
う
形

も
あ
る
が
、
逆
に
活
動
費
に

１
千
円
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、

ご
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
。

斉
藤
町
長
　
活
動
費
に
つ
い

て
は
、
な
か
な
か
委
員
の
ほ

う
か
ら
は
言
い
づ
ら
い
面
も

あ
る
か
と
思
う
。
そ
の
分

我
々
が
し
っ
か
り
他
の
市
町

村
等
の
状
況
を
把
握
し
な
が

ら
、
適
正
な
活
動
費
の
確
保

に
気
を
つ
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

研
修
に
つ
い
て
は
、
道
外
研

修
あ
り
き
で
は
な
く
て
、
研

修
全
体
を
見
て
、
ど
う
い
う

民生委員・児童委員
は、３年間の任期中
先進市町村への研修
として平成１５年ま
では道内１回、道外
１回の研修費用が予
算化されていた。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
は
３
年
で
、
給

料
は
な
く
、
交
通
費
な
ど
の
活
動
費
を
支
給
さ

れ
る
非
常
勤
の
公
務
員
で
、
民
生
法
及
び
児
童

福
祉
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
て
お
り
、
厚
生
労

働
大
臣
が
委
嘱
し
て
い
る
。

研修費の予算化を考えられないか
町長－内容、形態を含めて十分協議していく

民生委員
児童委員
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中瀬　実　議員

中
瀬
議
員
　
今
回
の
支
援
の

金
額
は
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
関

連
の
お
金
を
利
用
し
て
い
る
。

町
と
し
て
こ
の
金
額
に
上
乗

せ
助
成
す
る
考
え
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
考
え
る
余
地
は
。

斉
藤
町
長
　
今
回
の
値
上
が

り
は
緊
急
対
策
の
交
付
金
が

あ
り
、
そ
れ
が
ほ
か
の
事
業

に
回
っ
て
、
結
果
的
に
足
り

な
く
な
っ
て
、
単
費
で
も
で

き
な
い
か
と
最
初
か
ら
考
え

て
い
た
の
で
結
果
的
に
交
付

金
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
単
費
で
と
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

中
瀬
議
員
　
国
の
対
策
は
来

年
６
月
以
降
受
付
開
始
と

な
っ
て
い
る
。
町
の
予
算
を

来
年
度
に
向
け
て
考
え
る
余

地
は
あ
る
と
思
う
が
再
度
考

え
を
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
来
年
は
、
何
が

高騰する化学肥料

で
き
る
の
か
と
い
う
の
は
今

後
肥
料
の
助
成
に
限
ら
ず
、

町
の
基
幹
産
業
な
の
で
将
来

を
見
据
え
て
町
独
自
に
何
が

い
い
の
か
、
今
後
、
予
算
の

中
で
示
し
て
い
き
た
い
。

中
瀬
議
員
　
肥
料
節
減
対
策

と
し
て
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン

グ
技
術
等
を
ど
こ
か
の
地
区

を
モ
デ
ル
に
し
て
の
施
策
を

取
り
入
れ
る
考
え
は
。

斉
藤
町
長
　
自
動
操
舵
も
含

め
、
経
費
の
削
減
策
に
つ
い

て
、
町
の
農
業
政
策
と
し
て

検
討
し
た
い
。

ウクライナ侵攻に
より国際情勢の緊
迫と円安により、
輸入化学肥料の高
騰が、資源のない
日本で食糧生産に
大きな影響が出る。

国
で
は
子
ど
も
達
の
間
で
起
き
て
い
る
い
じ
め

の
問
題
に
対
し
、
社
会
全
体
で
向
き
合
い
、
適

切
に
対
処
し
て
い
く
た
め
、
い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
を
定
め
て
い
る
。

農業資材高騰に対する町の対策は
町長－道の支援と同じ額の助成をする

農業

中
瀬
議
員
　
令
和
元
年
、
令

和
２
年
、
令
和
３
年
の
不
登

校
の
人
数
と
原
因
、
実
態
は
。

鈴
木
教
育
長
　
町
内
の
不
登

校
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
度

20
人
、
令
和
２
年
度
31
人
、

令
和
３
年
度
32
人
で
あ
る
。

　
原
因
に
つ
い
て
は
、
調
査

分
類
に
基
づ
き
分
析
す
る
と

本
人
の
無
気
力
、
不
安
が
最

も
多
く
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱

れ
や
学
校
で
の
友
人
関
係
の

ト
ラ
ブ
ル
、
学
業
不
振
、
家

庭
環
境
の
変
化
等
と
な
っ
て

い
る
。

中
瀬
議
員
　
不
登
校
に
よ
る

学
力
、
勉
強
の
遅
れ
に
対
す

る
対
策
は
。

鈴
木
教
育
長
　
学
習
教
材
を

家
庭
に
届
け
る
こ
と
や
、
家

庭
に
授
業
風
景
を
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
す
る
こ
と
、
登
校
で

き
て
も
学
級
で
授
業
を
受
け

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

別
室
で
個
別
に
指
導
を
行
う

な
ど
の
方
法
で
、
で
き
る
限

り
学
び
の
機
会
を
確
保
す
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

中
瀬
議
員
　
町
内
の
い
じ
め

の
件
数
と
対
策
は
。

鈴
木
教
育
長
　
令
和
元
年
１

件
、
令
和
２
年
４
件
、
令
和

３
年
０
件
で
あ
る
。
対
策
と

し
て
、
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
の
策
定
、
早
期
発
見
と
迅

速
な
対
応
に
努
め
る
。

町
内
の
い
じ
め
と
不
登
校

の
現
状
と
課
題
は

かみふらのあんしんラインカード
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中澤　良隆　議員

中
澤
議
員
　
現
防
衛
大
綱
の

中
で
陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野

駐
屯
地
に
所
属
す
る
部
隊
の

廃
止
や
改
編
案
が
聞
こ
え
て

く
る
が
、
部
隊
廃
止
や
改
編

の
内
容
と
隊
員
数
の
変
更
に

つ
い
て
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
駐
屯
地
の
改
編

内
容
は
、
第
４
特
科
群
の
第

104
特
科
大
隊
射
撃
中
隊
の
縮

小
等
に
よ
り
令
和
４
年
度
末

で
定
数
が
約
100
名
削
減
さ
れ
、

令
和
５
年
度
は
第
104
特
科
大

隊
、
ま
た
14
施
設
群
第
301
坑

道
中
隊
の
廃
止
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
定
数
で
290
名
の
減

で
２
カ
年
で
総
数
約
390
名
の

削
減
と
聞
い
て
い
る
。

中
澤
議
員
　
自
衛
隊
の
改
編

縮
小
は
町
の
人
口
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

現
在
の
第
６
次
総
合
計
画
の

見
直
し
や
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を

中
澤
議
員
　
人
口
減
少
の
ほ

か
駐
屯
地
の
改
編
等
に
よ
る

影
響
を
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
税
収
の
減
収
や

商
業
・
工
業
な
ど
に
影
響
が

あ
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
対
処
方
針

は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、

人
口
規
模
に
合
わ
せ
た
行
政

執
行
を
検
討
し
て
い
く
。

中
澤
議
員
　
今
後
の
駐
屯
地

と
の
関
係
強
化
は
。

斉
藤
町
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
部
隊
と

町
民
が
接
す
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
。
駐
屯

地
も
町
民
と
の
関
わ
り

が
希
薄
化
し
て
い
る
こ

と
を
危
惧
し
、
本
年
度

は
３
年
ぶ
り
に
駐
屯
地

記
念
行
事
を
開
催
し
関

係
強
化
を
図
っ
た
。

中
澤
議
員
　
町
と
駐
屯

昭和３０年駐屯地へ移駐「市中歓迎パレード」

始
め
と
す
る
各
個
別
計
画
の

見
直
し
が
必
要
に
な
る
と
考

え
る
が
。

斉
藤
町
長
　
令
和
６
年
度
か

ら
第
６
次
総
合
計
画
の
後
期

基
本
計
画
の
期
間
に
入
る
が
、

当
初
の
人
口
目
標
に
は
大
き

な
変
更
や
修
正
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
６
年
後
の
第
７
次
総
合
計

画
を
策
定
す
る
と
き
に
人
口

減
少
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
各
個
別
計
画
に
つ
い
て

は
、
大
き
く
方
針
転
換
す
る

必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

人口減少は将来のま
ちづくりに様々な影
響を及ぼします。
ある程度の減少は覚
悟するが、激減は何
としても阻止しなけ
れば・・・

総
合
計
画
は
、
町
の
最
上
位
計
画
で
将
来

像
を
定
め
た
指
針
。
第
６
次
総
合
計
画
は
、

２
０
１
９
か
ら
２
０
２
８
年
度
ま
で
の
10
年
計

画
、
最
重
要
課
題
は
『
町
一
体
と
な
っ
た
人
口

減
少
の
対
策
』
と
位
置
付
け
て
い
る
。

駐屯地の現状と町づくりへの影響は
町長－人口に見合った行政執行を検討

自衛隊

陸上自衛隊上富良野駐屯地の正門

地
、
町
民
と
隊
員
は
60
数
年

間
に
わ
た
り
住
民
会
活
動
や

町
内
会
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
を
通
し
て
お
互
い

の
立
場
を
尊
重
し
な
が
ら
良

好
な
関
係
を
築
い
て
き
た
。

今
後
良
好
な
関
係
を
保
つ
た

め
の
考
え
は
。

斉
藤
町
長
　
隊
員
募
集
や
援

護
活
動
は
以
前
と
変
わ
ら
ぬ

よ
う
協
力
を
し
て
い
く
。
ま

た
、
隊
員
の
方
々
が
上
富
良

野
に
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
施
策
に
力
を
注
い
で
い
き

た
い
。
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質問

髙松　克年　議員

髙
松
議
員
　
日
米
共
同
演

習
は
10
月
１
日
～
14
日
ま
で
、

演
習
場
で
オ
ス
プ
レ
イ
M
V

ｰ
22
、
C
Vｰ

22
の
飛
行
経

路
、
内
容
も
示
さ
れ
ず
行
わ

れ
、
住
民
の
周
知
は
該
当
市

町
よ
り
少
な
い
と
思
う
が
。

斉
藤
町
長
　
防
衛
局
の
情
報

を
演
習
の
前
に
防
災
、
H
P
、

S
N
S
に
よ
り
周
知
し
た
。

防
衛
局
に
は
住
宅
密
集
地
の

安
全
確
保
、
生
活
環
境
や
酪

農
等
営
農
の
影
響
に
配
慮
し

た
飛
行
を
求
め
た
。

髙
松
議
員
　
該
当
す
る
市
町

で
は
、
生
活
現
場
の
農
場
や

住
民
生
活
へ
の
影
響
の
監
視
、

予
定
違
い
の
発
着
の
注
意
等
、

細
か
い
点
へ
の
周
知
が
な
さ

れ
た
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に

住
民
に
寄
り
添
っ
た
監
視
、

情
報
収
集
を
行
っ
た
か
。

斉
藤
町
長
　
職
員
が
現
場
へ

オスプレイ飛来

出
向
き
、
監
視
等
を
行
っ
た
。

髙
松
議
員
　
新
聞
報
道
で
オ

ス
プ
レ
イ
は
32
回
演
習
に
飛

来
し
た
と
い
う
が
発
着
を
捉

え
て
い
た
か
。

北
川
総
務
課
長
　
32
回
の
飛

行
時
間
、
経
路
に
つ
い
て
防

衛
局
か
ら
も
町
に
知
ら
せ
が

な
く
、
す
べ
て
記
録
は
行
っ

て
い
な
い
。

髙
松
議
員
　
演
習
場
外
で
夜

間
、
飛
行
訓
練
が
平
野
部
で

２
時
間
近
く
行
わ
れ
た
。
騒

音
記
録
は
あ
る
か
。

斉
藤
町
長
　
オ
ス
プ
レ
イ
の

記
録
は
防
衛
施
設
局
が
と
っ

て
い
る
が
ヘ
リ
は
と
っ
て
い

な
い
。
住
民
へ
添
う
こ
と
が

重
要
な
こ
と
は
今
、
改
め
て

考
え
て
お
り
、
監
視
、
情
報

の
発
信
に
努
め
た
い
。

オスプレイの飛来
はルールなし、地
域も高度 90 ｍは
守られず、人家の
上で旋回し、訓練
は演習場内にして
くれ。

部
活
動
地
域
移
行
と
は
…
学
校
の
働
き
方
改
革

を
受
け
、
部
活
動
を
段
階
的
に
地
域
移
行
し
、

地
域
人
材
が
担
う
地
域
部
活
動
へ
移
行
す
る
こ

と
。
Ｒ
５
年
よ
り
Ｒ
７
年
を
改
革
集
中
期
間
と

し
て
い
る
。

日米共同訓練の周知は十分か
町長－住民に寄り添った監視と情報発信に努める

日米共同
訓練

髙
松
議
員
　
学
校
部
活
動
地

域
移
行
へ
の
取
り
組
み
が
、

国
の
審
議
会
等
で
令
和
５
年

に
土
日
の
休
日
に
お
け
る
部

活
の
地
域
移
行
が
決
定
さ
れ

て
い
る
。
人
材
確
保
、
実
施

は
可
能
か
伺
う
。

鈴
木
教
育
長
　
道
で
は
、
部

活
動
地
域
移
行
に
関
す
る
推

進
計
画
策
定
を
進
め
て
い
る

状
況
で
、
町
の
団
体
と
は
情

報
共
有
し
て
い
る
が
、
具
体

的
な
人
材
確
保
ま
で
見
通
せ

る
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

関
係
機
関
、
団
体
、
事
業
者

の
活
用
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

髙
松
議
員
　
移
行
に
よ
り
活

動
経
費
の
増
が
考
え
ら
れ
る

が
、
生
徒
の
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
町
の
予
算
措
置
が
必

要
だ
が
考
え
は
。

鈴
木
教
育
長
　
部
活
動
が
多

様
な
学
び
や
経
験
の
場
と
し

て
教
育
的
意
義
の
高
い
も
の

で
あ
る
の
で
、
新
た
な
制
度

構
築
の
上
で
検
討
す
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。

髙
松
議
員
　
教
員
の
労
働
軽

減
が
前
提
の
制
度
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
の
運
用
の
も
と

で
兼
業
、
兼
職
の
許
可
に
よ

り
意
欲
の
あ
る
教
員
の
参
加

を
可
能
と
す
べ
き
で
は
。

鈴
木
教
育
長
　
教
員
の
協
力

は
課
題
と
思
う
。
指
導
者
と

し
て
登
録
等
の
制
度
に
よ
り
、

な
っ
て
い
た
だ
い
た
と
き
に

は
ぜ
ひ
兼
業
兼
職
を
お
願
い

し
た
い
。

部
活
動
地
域
移
行
は
ど
の

様
に
進
め
る
か

部活動風景
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米沢　義英　議員

物価高騰や景気の
悪化等で苦境にあ
る事業者の支援が
必要です。

不
登
校
の
児
童
生
徒
は
？

文
部
科
学
省
の
発
表
で
は
、
２
０
２
２
年
度
の

不
登
校
の
児
童
生
徒
数
は
約
24
万
４
千
940
人
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

町の産業の支援策を
町長－町の施設等の維持管理は必要に応じて行う

産業

米
沢
議
員
　
物
価
高
騰
、
原

料
の
高
騰
な
ど
で
中
小
企
業

に
お
い
て
は
、
経
営
が
苦
境

に
追
い
こ
ま
れ
て
い
る
状
況

が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
建
築
業
界
に
お
い
て
は
、

公
共
事
業
の
減
少
や
個
人
住

宅
や
ア
パ
ー
ト
建
設
は
、
町

外
の
企
業
が
受
注
す
る
等
の

影
響
で
地
元
業
者
の
仕
事
の

確
保
が
大
変
な
状
況
に
あ

る
。
　

　
町
と
し
て
も
住
宅
新
築
補

助
・
リ
フ
ォ
ー
ム
や
省
エ
ネ

機
器
購
入
補
助
制
度
の
見
直

し
拡
充
と
公
営
住
宅
の
維
持

補
修
や
公
共
事
業
の
予
算
を

増
や
す
な
ど
地
域
の
業
者
の

支
援
対
策
が
必
要
で
は
。

斉
藤
町
長
　
新
築
住
宅
の
補

助
制
度
は
、
地
方
経
済
が
景

気
低
迷
を
抜
け
出
せ
な
い
中
、

有
効
な
手
法
と
考
え
て
い
る

不登校問題を考える座談会での参加者の声

が
、
多
額
な
財
源
を
投
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す

る
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
は
、
３
年
ご
と
の
見
直

し
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
を
踏
ま
え
た
地
球
温
暖

化
対
策
へ
の
対
応
や
、
管
理

不
全
に
よ
る
空
き
家
増
加
の

抑
制
な
ど
、
諸
課
題
へ
の
対

策
を
盛
り
込
ん
だ
制
度
の
構

築
を
進
め
た
い
。

　
公
共
事
業
の
予
算
に
つ
い

て
は
、
公
営
住
宅
の
ほ
か
、

町
の
施
設
等
の
維
持
管
理
に

伴
う
補
修
に
つ
い
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
対
応
し
た
い
。 老朽化している公営住宅

不
登
校
の
支
援
対
策
を

米
沢
議
員
　
上
富
良
野
町
に

お
い
て
も
、
約
30
人
が
不
登

校
で
、
不
登
校
児
童
生
徒
が

増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
町
で

も
、
不
登
校
で
悩
む
親
の
会

が
結
成
さ
れ
、
10
月
に
は
、

「
み
ん
な
と
考
え
る
不
登
校

の
ミ
カ
タ
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
も
行
わ
れ
、
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
講
演

後
の
参
加
者
の
声
を
一
部
紹

介
す
る
と
、「
自
分
が
自
分

で
い
ら
れ
る
場
所
が
な
い
」

な
ど
で
、
不
登
校
の
児
童
生

徒
や
そ
の
保
護
者
へ
の
多
様

な
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
。

鈴
木
教
育
長
　
不
登
校
対
応

の
充
実
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
度
の
重
点
項
目
と
し
て
、

教
育
相
談
体
制
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
不
登
校
の
児

童
生
徒
が
い
つ
で
も
学
習
し

た
り
、
体
験
活
動
し
た
り
、

保
護
者
同
士
が
気
軽
に
相
談

し
合
え
る
場
の
設
定
に
向
け

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
に
向
け
、
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す

る
た
め
、
必
要
な
人
員
配
置

や
設
置
場
所
等
に
つ
い
て
検

討
す
る
と
と
も
に
、
学
校
や

保
健
福
祉
課
、
関
係
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

子
供
を
中
心
と
し
た
支
援
体

制
や
学
校
と
連
携
し
た
不
登

校
の
予
防
に
も
取
り
組
み
た

い
。
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発
行
／
上
富
良
野
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

  

議 

会 

だ 

よ 

り

編
　
集

　
後

　
記

議会広報特別委員会

委
員
長
　
　
小
　
林
　
啓
　
太

副
委
員
長
　   

元
　
井
　
晴
　
奈

委

員
　
　
髙
　
松
　
克
　
年

　
　
　
　
　
　
中
　
瀬
　
　
　
実

　
　
　
　
　
　
小
田
島
　
久
　
尚

■
特
殊
詐
欺
、
い
わ
ゆ
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
が
止

ま
ら
な
い
。
最
近
、
詐
欺
の
手
口
が
巧
妙
化
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
逆
手
に
と
っ
た
も
の
、
投
資
に
対
す
る
も

の
、
架
空
請
求
詐
欺
と
い
っ
た
詐
欺
の
手
口
も
多
種
多

様
で
す
。
私
だ
け
は
騙
さ
れ
な
い
で
は
な
く
、
少
し
で

も
変
だ
と
思
っ
た
り
不
安
を
感
じ
た
ら
相
談
し
被
害
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

■
少
子
高
齢
化
、
限
界
集
落

　
全
国
各
地
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
少
子
高
齢
化
、
子

ど
も
が
減
り
学
校
が
閉
校
。
地
方
の
町
は
働
く
場
所
が

な
い
た
め
、
若
者
は
町
か
ら
出
て
い
き
ま
す
。
郡
部
の

集
落
は
戸
数
が
減
り
、
高
齢
者
が
増
え
、
自
治
活
動
が

で
き
な
い
。
今
こ
そ
町
民
皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
町

づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

■
コ
ロ
ナ
、
円
安
、
物
価
高
、
国
民
の
生
活
は
大
変
で
す
。

国
民
に
寄
り
添
っ
た
政
治
、
政
策
の
実
現
が
望
ま
れ
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
瀬
　
記
）

　
　10
月
28
日
　
総
務
産
建
常
任
委
員
会
　

�

11
月
４
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
11
日
　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
15
日
　�

総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
先
進
市
町
村
行
政
調
査
（
～
18
日
）

　
　
21
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
28
日
　
全
員
協
議
会
、
第
６
回
臨
時
会

　
　
30
日
　
議
会
懇
談
会

12
月
５
日
　�

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

      

６
日
　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
７
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
８
日
　
全
員
協
議
会
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
14
日
　
第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
15
日
　�

第
４
回
定
例
会
（
２
日
目
）、
議
会
広
報

特
別
委
員
会

　
　
19
日
　�

全
員
協
議
会

１
月
18
日
　�

議
会
運
営
委
員
会

　
　
23
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
27
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
31
日
　�

全
員
協
議
会
、
第
１
回
臨
時
会
、
議
会

懇
談
会

２
月
２
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
９
日
　
議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
窓

◆
町
内
行
政
調
査
を
行
い
ま
し
た

　
令
和
４
年
９
月
28
日
、
６
か
所
の
公
共
施
設
の
現
状

と
課
題
を
視
察
調
査
し
ま
し
た
。

①�

　
富
原
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、
サ
ッ
カ
ー
場
芝
生
の
現
況
視
察

②�

　
社
教
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
棟
天
井
状
況
視
察
、
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
小
集
会
室
及
び
ラ
ウ
ン
ジ
改
修
工
事

③
　
新
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
予
定
地
現
況
視
察

④
　
郷
土
館
（
ジ
オ
パ
ー
ク
拠
点
）

⑤
　
泉
町
南
団
地
公
営
住
宅
外
構
整
備
工
事

⑥
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
芝
生
の
現
況
視
察

No.
117

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

３月２日 ( 木 )　３月２日 ( 木 )　

　　３日 ( 金 )　　３日 ( 金 )

　　７日 ( 火 )　　７日 ( 火 )

　　８日 ( 水 )　　８日 ( 水 )

    15 日 ( 水 )    15 日 ( 水 )

報告案件、補正予算など報告案件、補正予算など

執行方針、新年度予算など執行方針、新年度予算など

一般質問一般質問

一般質問一般質問

条例改正など条例改正など

※この日程は変更になる場合があ

りますので、ご確認のうえ、役場

３階の議場までお越しください。

傍聴にあたっては、新型コロナウイ

ルス感染症の予防にご配慮願いま

す。

次の定例会の開会予定は…


